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あぁ、 

結婚！ 
―婚活日記― 

 

第３４回 
 

黒田長宏 

 

 

＜２０２５年２月６日＞ 

６０回の原稿を送った。この６１回で婚活成

就達成する気持ちで前向きな考えで行こう。 

＜２月１２日＞ 

昨日、同県同世代とマッチングし、今日まで

双方対応良く、今度こそかなと思った矢先、

未だに私としてはよくわからないが、１点、私

が言ったことにクレームをつけられ、メッセー

ジがチャットのようになっているうちにブロッ

クされてしまった。この空振りは痛い。疲れ

た。それでもくじけず次に向かう。少し可哀

そうな境遇に感じる人だったのも、助け合え

ずに残念だったと思ってしまうが、相手がブ

ロックしたのだから仕方がない。くよくよして

いても相手にはもう伝わらない。 

＜２月２０日＞ 

様々なケースから終えてしまうにせよ、既に

全くマッチングしないわけではないことは事

実だ。 

マッチングアプリという存在形式が無かった

らマッチングはもともとないわけだ。そこの着

目は必要ではないか。（夜）しかし、ここ３人

ばかり、マッチングするが、メールの内容で

急に冷えてしまい終えてしまう人ばかり来て

いる。いったいどういうことなのか。寛容性が

ないのか、私が変なのか。考えても仕方な

いので新たな人で急転換しない人が出てく

るのを信じて続けるしかない。 

＜２月２８日朝＞ 

２３日の朝からマッチングした人と今朝まで

メッセージ交換していた。していた。というこ

とは破局したが、それまでとても面白がって

くれたり、期待が持てると思っていたので、

残念極まりない。少しずつずれていったのか

も知れないが、決定打は、昨晩、帰宅したら

メールするとお相手からあったので待ってい

たら来なかったので、なぜか問い合わせの

方法が重すぎたらしい。対人援助学マガジ

ンで私の文章をご存じの方はうなずけるだろ

うが、私は重くて長いのである。本当に残念

である。仕方ない。ブロックしたら消えてしま

う。次を目指そう。私は職場の数人に洗いざ

らい、マッチングしているしていないと情報報

告している露出タイプなのだが、またかアホ

だなとまた思われるだろうな。しかし、笑いご

とで済まされない。ようやく孤独死しない分

岐点だったのに。ただ、お相手も大病経験
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者だった。だからこそ、助け合いたかったの

だが。 

＜３月２日＞ 

６日間、メールが続いた人は今日ももったい

なかったと思いながら、今日は勤務休日だっ

たが、かなりの時間を費やして、９つも加入

している婚活アプリをやっていた。早朝、重

度の障がいのある人とマッチングしてメール

を２，３回交換したが、私の包容力が足りず

に、最後に私から、「お互い頑張りましょう」

と書いたが間に合っただろうか、ブロックさ

れて終えた。重度の障がいを持った人や、

女性では、人それぞれ好みが違うのが救い

だが、私の基準に漏れてしまうルックスの人

は悲しく思う。ルッキズムとかいうやつか。 

＜３月２４日＞ 

文書の保存を忘れていたらしい。書いたも

のが消えてしまった。この間、１８日間。次の

人とメッセージ交換をして、破局した。詐欺と

も言えないのだが、なぜか投資を私にすす

めたいらしかった。それで断念してしまった。

お相手が提示していた投資には興味がわか

なった。遠距離のため、高速バスまで予約

するほど、頑張ったのに、その翌日のメッセ

ージ交換で壊れた。しかし、その投資にせよ、

知らなかったことを教えてくれたり、私が忘

れていたことを思い出させてくれたりした。次

頑張ろう。（その次の人は一日で消えてい

た・・・） 

＜４月４日＞ 

あるアプリでマッチングした人とラインで復活

して、ほかのマッチングアプリに集中できな

い状況。 

それにあまり効果のないマッチングアプリも

あり、９つから６つに減らした。 

ところが、１つ、昨日、15000円弱の自動継

続が入ったアプリがあり、大失敗。今解約し

たので、まるまる 15000円損した。だけど 6

か月継続しても効果がないと思うアプリだっ

たから、仕方ない。 

もう自動継続課金されないかの確認メール

を送ったところ。今月はマッチングアプリその

他で大きい出費。痛い。来月は車検まであ

る・・・。 

＜５月３日＞ 

締め切り通知が来て、思い出したら前回より

ほぼ１か月経過してしまっていた。３月４日

にマッチングした人とライン友達のようになっ

たものの、このところ返事が来なくなった。数

日前に同県人とマッチングしたがそれきり。

ここは、締め切り通知をきっかけにして、今

回もここで区切ろうと思う。次回こそ、次回こ

そと思いながら、こうなってしまうのであるが。

それでも、こんな状況から結婚できるのかと

いう、人生を賭けた重要な実験は続く。 


